
質
問
一

「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
の

実
施
を
早
急
に
す
る
べ
き
だ
が
。

二

市
の
平
和
事
業
は
。

三

市
の
平
和
教
育
は
、
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
か
。

答
弁
一
（
市
長
）

核
兵
器
の
廃
絶
や

世
界
の
恒
久
平
和
は
、
多
く
の
人
々
の

願
い
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
我
が
国
は

唯
一
の
被
爆
国
で
も
あ
り
、
国
民
の
平

和
を
希
求
す
る
思
い
は
殊
更
で
あ
る
。

こ
の
平
和
へ
の
思
い
、
願
い
を
内
外

に
対
し
て
示
す
宣
言
と
い
う
形
で
実
を

結
ぶ
た
め
に
は
、
多
く
の
市
民
と
議
会

の
賛
同
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
と
も
、

議
会
と
一
緒
に
な
っ
て
恒
久
平
和
の
実

現
に
向
け
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

二

平
和
講
演
会
、
平
和
パ
ネ
ル
展
、

戦
没
者
追
悼
式
な
ど
の
事
業
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
平
和
団
体
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

三
（
教
育
委
員
長
）

学
校
に
お
い
て

は
、
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、
道
徳
、

国
語
科
、
社
会
科
、
特
別
活
動
を
中
心

に
、
す
べ
て
の
教
育
活
動
の
中
で
、
平

和
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。
今
後
も
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
、
国
際
社

会
の
平
和
と
発
展
に
寄
与
す
る
態
度
を

養
い
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
社
会
づ
く

り
に
努
め
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鶴
ヶ

島
ひ
ま
わ
り
福
祉
会
の
処
分
に
つ
い
て

質
問
一

本
市
が
支
払
い
を
行
っ
て
い

る
公
共
料
金
の
概
要
に
つ
い
て
。

二

公
共
料
金
の
支
払
い
事
務
の
流
れ

に
つ
い
て
。

三

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
更
新
時
に
、

納
付
書
に
よ
る
公
共
料
金
の
支
払
い
事

務
を
改
善
す
る
検
討
は
さ
れ
た
か
。

四

県
内
や
近
隣
に
お
け
る
導
入
事
例

に
つ
い
て
。

五

公
共
料
金
の
口
座
振
替
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

本
市
が
支
払
う
公

共
料
金
は
、
電
気
料
金
、
電
話
料
金
、

上
下
水
道
料
金
、
ガ
ス
料
金
で
あ
る
。

納
付
書
及
び
請
求
書
に
基
づ
く
口
座
振

替
依
頼
書
で
の
支
払
い
は
、
約
２
７
０

０
件
で
約
７
９
０
０
万
円
、
口
座
引
き

落
と
し
払
い
は
約
３
８
０
件
で
約
１
億

４
３
０
０
万
円
で
あ
る
。

二

請
求
書
、
納
付
書
が
関
係
各
課
に

届
き
決
裁
を
受
け
会
計
課
へ
提
出
、
審

査
後
に
金
融
機
関
を
通
じ
て
支
払
う
。

三

予
算
編
成
、
決
算
統
計
、
起
債
管

理
、
契
約
管
理
、
金
銭
会
計
の
機
能
を

中
心
に
改
善
し
た
た
め
、
公
共
料
金
の

支
払
い
事
務
は
、
検
討
し
て
い
な
い
。

四

県
内
で
は
、
４
市
が
導
入
済
み
、

１
市
が
導
入
予
定
で
あ
る
。

五

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
と
の
連
動
に

よ
り
、
支
払
い
業
務
の
効
率
化
、
迅
速

化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

人
事
評
価
制
度
の

導
入
に
つ
い
て

会計課窓口

�田 克彦 議員

非核平和都市宣言は待ったなし

多くの市民と議会の賛同が必要

市
の
公
共
料
金
の
口
座
振
替

先
進
事
例
を
参
考
に
検
討
し
た
い
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